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日本郵便の選定理由は・・・・・ 

（掲載されている全文） 
同社は郵便事業の運営と郵便局の運営を行う企業

である。 

勤務していた男性（当時 41 歳）は 2011 年４月か

ら福岡県飯塚市の郵便局に勤め、6月からうつ病など

で休職。12 月に販売用の年賀はがきを受け取るため

局を訪れた際、駐車場に止めた車内で心疾患のため

死亡した。男性の遺族は、死亡したのは上司のパワ

ーハラスメントによるストレスが原因だとして、同

社に１億円の損害賠償を求め提訴。2016 年 10 月 26

日、福岡高裁で判決が言い渡され、死亡とパワハラ

の因果関係は認めなかったが、裁判所は、局長が同

年 5 月の面談で「いつやめてもらってもいいぐらい

だ」と発言したことなどをパワハラと認定し、男性

のうつ症状悪化との因果関係を認め、同社に 330 万

円（１審では 220 万円）の支払いを命じた。 

郵便職場では、2016 年 10 月に愛知県新城市の郵便

局課長の遺族が、部下からのパワハラによる自殺と

して提訴しているほか、さいたま新都心郵便局では

パワハラ飛び降り自殺として妻が 2013年に提訴した

事件が和解で決着しているなど、パワハラに関する

問題が多数指摘されている。 

 「ブラック企業」最近なにかと話題になる。社員の間でも「郵便局もブラックじゃねえっ」とささやかれ

ているこのごろだが、日本郵便が「２０１６年ブラック企業大賞」にノミネーとされてしまった。 

 ブラック企業大賞企画委員会が、１２月１日、厚労省記者会見場にて発表後、ウェブサイトにも掲載

した。ノミネート１０企業には、あの電通をはじめ佐川急便、関西電力、ドン・キホーテなどとともに日本

郵便の名があげられている。選定理由の多くが、パワハラ、長時間労働による自殺、低賃金や残業代

未払いや、労基法違反で労働局や厚労省から指導、是正勧告を受けている企業である。同大賞は今

回で５回目となり、１２月２３日に発表となる。はたして最悪の企業はどこだ！ 

 

 

 

過労死や長時間労働などが社会問

題となり、誰もが安心して働ける環

境をつくることをめざして「ブラッ

ク企業大賞企画委員会」を立ち上げ、

５年目となる。 

 「ブラック企業大賞」は、①労働

法やその他の法令に抵触し、または

その可能性があるグレーゾーンな条

件での労働を、意図的・恣意的に従

業員に強いている企業、②パワーハ

ラスメントなどの暴力的強制を常套

手段として従業員に強いる体質を持

つ企業や法人（学校法人、社会福祉

法人、官公庁や公営企業、医療機関

なども含む）。 

 ウェブサイト投票も呼びかけてい

る。 


